
2 0 2 3 .6 .2 　　午前1 0 時 連携協定の締結

2 0 2 3 .6 .2 　　午後１時3 0 分 市議会協議会に報告

①敷地 ４ヘクタール程　場所未定

②焼却する廃棄物 １日/一般廃棄物1 4 0 トン

　　混合処理 １日/産業廃棄物6 0 トン

③メタン発酵　複合施設 １日/2 0 0 トンのうち5 6 トン分をメタン発酵処理が可能

④し尿処理 メタン発酵が可能か確認中

⑤バイオマス発電 ゴミ焼却、メタン発酵の発電

⑥現行の衣浦衛生組合の存亡 未定

⑦サンビレッジ風呂プールの存亡 未定

⑧リサイクルプラザの存亡 未定

⑨し尿処理施設の存亡 未定

市民そっちのけの計画　だまっていられますか？

　　　　　中部電力からの提案

寝
耳
に
水
の
計
画

６
月
１
日
、
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
に
、
経
済
環

境
部
長
、
建
設
部
長
ら
が
事
前
説
明
。
中
電
か
ら
ご
み

焼
却
場
を
建
設
し
一
般
廃
棄
物
や
産
廃
物
を
焼
却
す
る

方
向
で
市
と
協
定
を
結
ぶ
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
翌
日
、
10
時
に
「
資
源
循
環
事
業
等
の
検
討
に
関
す

る
連
携
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
」
（
報
告
）
と
の
表
題

で
市
議
会
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の

質
問
に
、
石
川
輝
彦
議
員
な
ど
か
ら
「
ま
だ
検
討
す
る

だ
け
だ
」
と
怒
号
の
ヤ
ジ
が
飛
び
交
い
質
疑
を
さ
え
ぎ

る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
他
の
議
員
は
ほ
ぼ
質
疑
も
な

し
。一

般
質
問
で
も
「
内
容
」答
え
ず

日
本
共
産
党
は
、
現
在
「
衣
浦
衛
生
組
合
」
（
一
部

事
務
組
合
）
で
ゴ
ミ
処
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
高
浜
市

民
に
も
、
こ
の
状
況
を
連
絡
。
高
浜
市
議
会
で
は
倉
田

理
奈
議
員
が
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
高
浜
市

長
は
「
碧
南
市
と
中
部
電
力
の
協
定
な
の
に
高
浜
市
か

ら
い
う
こ
と
は
な
い
」
と
無
責
任
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。

６
月
19
日
に
は
山
口
は
る
み
議
員
が
、
こ
れ
ま
で
の

状
況
、
中
電
か
ら
の
要
求
提
案
事
項
を
問
い
ま
し
た
。

碧
南
市
経
済
環
境
部
長
は
「
通
告
と
違
う
」
と
市
民
に

「
提
案
内
容
」
も
示
し
ま
せ
ん
。

碧
・高
で
日
/
２
０
０
ｔ
焼
却
を

見
直
し
、
減
量
を

掛
川
市
の
人
口
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
、
碧
南
市
高
浜
市
、

現
在
の
日
/
２
０
０
ｔ
の
焼
却
炉
を
過
大
で
す
。
そ
れ

は
、
生
ご
み
、
選
定
枝
、
事
業
系
ご
み
を
す
べ
て
焼
却

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
民
間
企
業
、
気
候
危
機
の
元
凶

中
部
電
力
に
任
せ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
焼
却
䢪
発
電
䢪

企
業
利
益
と
な
り
、
減
量
化
へ
の
道
が
断
れ
ま
す
。

２
億
円
の
改
修
議
決
も

６
月
９
日
に
は
、
衣
浦
衛
生
組
合
議
会
が
開
か
れ
、

開
設
以
来
27
年
ぶ
り
に
更
新
す
る
２
施
設
含
む
８
件
の

改
修
工
事
も
議
決
し
ま
し
た
。
今
後
10
年
は
、
持
た

せ
る
計
画
で
す
。
そ
の
間
に
、
敷
地
確
保
、
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
３
Ｒ
推
進
の
処
理
場
を
進
め
る
こ
と
は
可

能
で
す
。

崩
れ
た
安
城
市
と
の
広
域
化

愛
知
県
は
、
日
/
３
０
０
ｔ
の
処
理
能
力
へ
広
域

化
を
示
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
～
２
０
３
８
年

ま
で
の
20
年
間
の
衣
浦
東
部
ご
み
処
理
広
域
化
計
画

で
安
城
市
（
日
/
２
４
０
ｔ
）
と
碧
南
市
高
浜
市
（
日

/
１
９
０
ｔ
）
の
合
併
を
押
し
付
け
て
い
ま
す
。
し

か
し
安
城
市
は
２
０
２
３
年
初
頭
、
２
０
５
２
年
ま

で
自
力
処
理
の
改
修
を
決
断
。
合
併
は
消
え
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
12
月
に
は
愛
知
県
、
安
城
市
刈
谷
市

知
立
市
碧
南
市
の
、
高
浜
市
を
除
く
４
市
も
２
０
３

０
年
二
酸
化
炭
素
46
％
減
、
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
市
は
14
年
前
の
広
域
計

画
、
見
直
し
後
４
年
も
た
っ
た
時
代
遅
れ
の
広
域
計

画
に
縛
ら
れ
ず
、
合
併
押
付
の
撤
回
を
県
に
求
め
る

べ
き
で
す
。

市
民
の
力
で
公
設
公
営
守
り
ま
し
ょ
う

連
日
の
猛
暑
、
豪
雨
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
・
気
候
危

機
打
開
は
ま
っ
た
な
し
で
す
。
公
設
公
営
の
ご
み
焼
却

場
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
た
い
肥
化
、
再
エ
ネ
導
入
な
ど
、

地
球
の
資
源
を
守
り
、
環
境
破
壊
を
し
な
い
環
境
行
政

を
市
全
体
、
市
民
全
体
で
進
め
る
こ
と
こ
そ
今
私
た
ち

の
課
題
で
す
。

掛
川
市
・菊
川
市
の
一
部
事
務

組
合
は
民
設
民
営
撤
回

静
岡
県
掛
川
市
（
１
１
５
，
９
７
６
人
口
）
菊
川
市

（
４
７
，
７
８
７
人
口
）
の
一
部
事
務
組
合
は
、
２
０

２
２
年
に
、
公
設
公
営
の
ご
み
処
理
施
設
の
替
え
に
、

市
が
民
設
民
営
を
提
案
。

３
月
21
日
に
第
１
回
検
討

委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
６
人
の
委
員
か
ら
は
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
時
代
、
燃
や
す
こ
と
が
高
く
つ

く
。
産
廃
と
一
般
の
混
合
で
は
自
治
体
責
任
が
取
れ
な

い
。
な
ど
意
見
が
続
出
。
第
４
回
で
は
民
設
民
営
を
撤

回
し
ま
し
た
。
10
年
後
の
稼
働
に
向
け
、
公
設
で
日
/

１
２
０
ｔ
処
理
で
進
め
て
い
ま
す
（
掛
川
市
民
の
ビ
ラ
）

２０２３年６月２５日
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中電依存の民設民営 産廃混合NO!
ごみ減量に責任のもてる公設公営の堅持を



男
子
３
５
３
名
に
住
所
シ
ー
ル
を
渡
す

日
本
共
産
党
碧
南
市
会
議
員
団
は
、
6
月

16
日
岐
阜
市
の

日
の
基
本
射
撃
場
で

18
歳
の
自
営
隊
候
補
生
が
、
実
弾
を

発
射
２

人
死
亡
、

1
人
負

傷
の
事

件
を
受

け
、
碧

南
市
内

の

18
歳

の
若
者

に
、
毎

年
住
所

を
明
記

し
た
タ
ッ

ク
シ
ー

ル
を
渡
し
て

い
る
こ
と
か

ら
、
た
だ
ち

に
中
止
す
る

よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。
市
は
、
６
月
６
日
に
、
す
で
に

渡
し
た
と
言
い
ま
し
た
。
自
営
隊
に
は
、
申
入
れ
書
を
渡

し
、
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
事
を
伝
え
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

３
件
４
人
が
情
報
提
供
の
除
外
申
請

市
は
、
今
ま
で
に

18
歳
以
下
の
子
ど
も
に
自
衛
隊
へ
の

情
報
提
供
か
ら
除
外
す
る
よ
う
に
申
請
が
出
さ
れ
て
い
る

と
し
ま
し
た
。

軍
拡
・敵
基
地
攻
撃
で
様
変
わ
り
の
自
営
隊

高
校
卒
業
し
て
３
カ
月
の
若
者
に
実
弾
射
撃
を
さ
せ
て

い
た
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
状
況
に
、
子
を
持
つ
親
か

ら
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
43
兆
円
の
軍
拡
予
算
、

関
基
地
攻
撃
な
ど
憲
法
違
反
の
戦
争
準
備
に
「
即
戦
力
化
」

が
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
服
従
が
絶
対
と
い
う
あ
り

方
も
、
民
主
主
義
や
人
権
と
相
い
れ
ま
せ
ん
。

行
政
が
赤
紙
を
届
け
る
時
代
の
再
来
は
ゴ
メ
ン
で
す
。
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大
軍
拡
・
大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

７
月
19
日
（
水
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17（
日
進
小
学
校
南
）

http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団のホームページを

ご覧ください。

日本共産党が申し入れ

碧南市長 禰宜田 政信 様 2,023年6月16日

日本共産党碧南市会議員団

山口 春美

岡本 守正

陸上自衛隊銃発射事件についての申し入れ
報道によると6月14日、岐阜市にある陸上自衛隊「日野基本射

撃場」で、守山駐屯地所属部隊による実弾射撃訓練が行われてい

たところ、自衛隊候補生が他の隊員に発射し、隊員２人が死亡、

1人が負傷したという。候補生は射撃場で殺意を持って指導員と

なる隊員に向けて発射したとのことです。射撃訓練は70人の隊員

が対象者となり今回で4回目になるとのことです。

入隊3ヶ月の自衛官候補生が実弾を扱えるという問題、小学校

の通学路など市民生活の場で起こった衝撃は大きいと言えます。

亡くなった隊員に哀悼の意を表するとともに、原因究明と再発防

止策を講じることが急いで求められます。

いま自衛隊は、殺し殺される実戦部隊として変貌をとげつつある

ことを背景に、相次ぐパワハラ、セクハラ、いじめ、暴力や性暴

力などの事件が後を絶ちません。上官命令は絶対服従という自衛

隊組織の中で、暴力やパワハラなどの問題と、今回の事件が関係

ないとは言い切れません。これらの問題について自衛隊内に「相

談窓口」が設置されていますが、２次被害の温床の場になってい

ると指摘されるなど問題解決に至っていません。抜本的な対策が

求められます。これらを踏まえ以下の点で碧南市在住の若者を守

るために以下の項目を実施していただくよう申し入れを行います。

申入れ項目

１、少なくとも真相究明と再発防止。安全確保ができるまで、自

衛隊に対する名簿提供をやめる こと。

２、名簿提出拒否のための申請の状況を明らかにしてください。

３、名簿提出拒否の公告をわかりやすくおこなうこと。

自衛隊への情報提供からの除外申請書

市総務部長に申し入れ書を渡す、左から

岡本、山口両議員 6/16 市役所4階


